
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： コンピュータシミュレーションによる応用研究 

 

・数値流体力学による医療デバイス開発に関する研究  

・医学と工学（制御工学・数値流体力学）の学際研究 

・人体モデルの制御に関する研究  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

       5 [mm]

数値流体力学による医療デバイス開発 

 流体力学の観点に基づいた脳動脈瘤用ステントの性能評価シ

ステムが必要．（血液の流れが関連するので，流体力学は重要

である） 

 MicroCT と画像処理によりステントの実形状をコンピュータ上で

構築し，実形状の動脈瘤とステントを用いた性能評価システム

を構築した． 

 発展研究として，最適化理論を加えることで，次世代ステント設

計方法の構築を行うための研究である． 

Figure 1 脳動脈瘤治療用ステント

エンタープライズ

所属： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 情報コース

医学と工学の学際研究 （医療とロボット（制御）の融合） 

 医療事故件数は厚労省調査によると年間約 2000 件である．こ

こで求められるのは「安全」な医療である． 

 医師による治療を後方から支援し，安全のためのフィードバック

制御システムの構築ための研究である．

人体モデルの制御に関する研究  

 ヒトの内蔵は複雑な動きをするので，この動きを忠実に再現す

る． 

 

Figure 2 医学・工学・企業の連携 

研究タイトル： 

工学＆情報科学と医学の学際研究 
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技術相談 

提供可能技術： 
・生体内の“流れ”に関する数値流体力学解析 


